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入院時の食事代が変わります 問合先／国保医療課☎42-8721　℻42-1792
　　　　kokuho@city.kasai.lg.jp

　入院と在宅療養の負担の公平を図るため、国
民健康保険加入者と後期高齢者医療制度加入者
の入院時の食事代が、平成 30 年 4 月から引き
上げられます。
　なお、低所得者区分の方は変更
ありません。ご理解のほどお願い
します。
　

■入院時食事療養費の自己負担額（1食あたり）
4月以降 3月まで

現役並み所得者・一般 460 円 360 円

低所得者Ⅱ
90 日までの入院 210 円
90 日を超える入院（過
去 12 カ月の入院日数） 160 円

低所得者Ⅰ 100 円

　花いっぱいのまちづくりを目指した「花いっぱい運動」の一環として行
われる「平成 29 年度サルビア・葉ボタン花壇コンクール」の受賞団体が
決定しました。老人クラブを対象にしたコンクールとして毎年、播磨農業
高校の生徒が育てたサルビア・葉ボタンの花苗を、各地域の花壇で大切に
育てられています。

■サルビア花壇コンクール
最優秀賞／西笠原町老人クラブ
優秀賞／鶉野中町老人クラブ、田谷シニアクラブ
■葉ボタン花壇コンクール
最優秀賞／鶉野中町老人クラブ
優秀賞／国正町シニアクラブ、江ノ木・友和クラブ

西笠原町老人クラブの花壇（サルビア）

サルビア・葉ボタン花壇コンクール 問合先／加西市花と緑の協会事務局（都市計画課内）
　　　　☎42-8757　℻42-1998　toshi@city.kasai.lg.jp

鶉野中町老人クラブの花壇（葉ボタン）

サルビア・葉ボタン花壇コンクールのパネル展
　コンクール出展作品と花づくりボランティアの活動写真を展示します。
期間／ 3 月 5 日（月）～ 16 日（金）
場所／市役所 1 階エントランスホール

　加西市では、平成 29 年中に 35 件の火災が発生しま
した。主な出火原因は「たき火（あぜ焼き）」「ストーブ」

「たばこ」などで、特に「たき火（あぜ焼き）」からの火
災が 20 件と多く、ちょっとした油断により火災が発生
するケースも見られます。

　一人一人が、慣れから生じる不注意や油断を無くすこ
とにより、多くの火災を未然に防ぐことができます。あ
なたの不注意から火災を出さないようにしましょう。

■年間の火災件数と死傷者数
平成25年 26 年 27 年 28 年 29 年

火災件数 35 29 28 32 35
死者数 1 1 0 1 0
負傷者数 2 4 5 3 1

・寝たばこはやめる
・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する
・ガスコンロなどから離れるときは必ず火を消す

不注意による火災を防ぎましょう 問合先／北はりま消防本部警防課☎0795-48-3072

火災予防「3つの習慣」
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　ひまわりルームの「ひよっこタイム」「わくわくタイム」は、保育所（園）や幼稚園に就園していな
い幼児が初めて経験する集団遊びの場です。
　いろいろなおもちゃを利用して親子や友達と遊ぶほか、保育士による歌や手遊び、絵本の読み聞か
せ、パネルシアターなどのお楽しみ時間があり、遊びながら社会性を身につけることができます。また、
子育てに関する不安や悩みも気軽に相談員に相談できます。親子で遊んで育児の不安を解消しましょう。

ひよっこタイム わくわくタイム
対象 市内在住で 1 歳以上の未就園の幼児とその保護者 市内在住で 3 歳以上の未就園の幼児とその保護者

開催日・定員 月・水曜日　いずれも親子 45 組（計 90 組） 金曜日　親子 20 組

利用方法 いずれかの曜日に登録し週 1 回利用（10:00 ～ 11:30） 登録し週 1 回利用（9:15 ～ 10:45）

開設場所 健康福祉会館第 2 棟 2 階　ひまわりルーム（児童療育室）☎ 42-6704

申込開始日
申込方法

4 月 4 日（水）から受付を開始します（先着順）。
電話・FAX または開設場所に来室し、登録してください。

その他 ・4 月 13 日（金）から開設。費用は無料。生後 3 カ月未満の乳児の来室はできません。
・「ひよっこタイム」と「わくわくタイム」両方の登録はできません。

※ひまわりルームの子育て支援事業は、加西市から NPO 法人まーぶるキッズに委託し実施しています。

「登録制ひろば・ひまわりルーム」の参加者募集 問合先／こども未来課☎42-8726　℻42-8731
　　　　kodomo@city.kasai.lg.jp

記念フォーラム「つかってまもる！歴史と文化」 問合先／生涯学習課☎42-8775　℻43-1803
　　　　shogai@city.kasai.lg.jp

　市内の文化財や歴史文化遺産の総合的な保護と活用の指針となる「加西市歴史文化基本構想」を、2 月に策定しまし
た。基本構想の策定を記念し、フォーラムを開催します。遺産や財産は使うと減りますが、歴史文化遺産は大切に使っ
ていくことで維持することができ、上手に使うことで価値を高めることができます。地域に息づく歴史や文化を使うこ
とで守り、どのようにふるさと創造に生かしていくかを考えます。

菱田哲郎さん

■日時／ 3 月 18 日（日）13:30 ～ 16:00　　■場所／健康福祉会館 2 階研修室
■内容
第 1 部　基調講演「ウチから見ているまちの宝、ソトから見えたまちの宝」
講師：菱田哲郎さん（京都府立大学教授、加西市歴史文化基本構想策定委員会委員長）
第 2 部　パネルディスカッション「使ってみよう！かさいの歴史文化遺産」
■定員／当日先着 130 人　※予約不要　　■参加費／無料

全国の就農希望者に加西市の就農支援策を PR
　加西市は、平成 26 年に新規就農促進施策を立ち上げ、平成 29 年 4 月には、
JA 兵庫みらい、兵庫県加西農業改良普及センター、加西市農業委員会を構成
員として加西市新規就農促進協議会を設立。市内での就農受け入れに向けた
体制強化を図り、取り組みを推進してきました。現在、認定新規就農者は 15
人となり、その家族も合わせると 27 人の人口増・定住効果が出ています。
　1 月 27 日には、全国から自治体や農業法人などが集まる「新・農業人フェア」

（大阪会場）に初出展し、来場者に就農支援策の PR と就農相談を行いました。 新・農業人フェアで就農相談を行う市職員


